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従来の常識を超越したスーパープラネタリウム「MEGASTAR」が

ロンドンで初公開され、世界のプラネタリウム界を驚愕させたのは1998年。

100万個を超える星空の再現、そしてあらゆる場所で星空を提供できる可搬性

今までにない特長を備えたMEGASTARは、その後、愛知万博をはじめ

さまざまなイベント会場で地上最高の星空を作り出してきました。

時に星空のリラクゼーションとして、また音楽や演劇とのコラボレーションなど、

あらゆるシーンでMEGASTARの星空は人々に感動を広げてきています。



ヒルトンプラザ大阪でのイベント実施例(2006年、2007年)



マリンバ奏者SINSKE＆朗読とのコラボレーションイベント

世界各地を旅しながら、あらゆる土地の音と星空を体感した



MEGASTARは、宇宙から見た星空をも再現する（坂戸児童センター）



丸ビルにて、科学技術週間（文部科学省主催）シンボルイベントとして
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常設ドーム施設での上映
（中部電力・浜岡原子力館）



愛知万博 ささしまサテライト事業にて
手塚治虫の世界観とコラボレーション



世界で最も先進的プラネタリウムとして
ギネスワールドレコードに認定


